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理　念
患者の皆さまがかかってよかった

職員のひとりひとりが勤めてよかった
と言える病院を創ります。

頭蓋底手術

2023年1月　足利赤十字病院
病診・病病連携推進委員会　地域連携課

■ 東武伊勢崎線「北千住駅」（東武特急りょうもう号）より「足利市駅」まで約1時間
　 「足利市駅」下車　タクシーで10分
■ JR両毛線「足利駅」下車　タクシーで8分／「山前駅」下車　タクシーで3分
■ 北関東自動車道　太田桐生ICより10分／足利ICより20分

地域連携課
■ T  E  L ／ 0284-20-1374（直通）
■ F A X ／ 0284-21-4135
■ E-mail ／ byoushin@ashikaga.jrc.or.jp
■ 担　当／ 石川・栗原・永澤・川島

〒326-0843 栃木県足利市五十部町284-1
https://www.ashikaga.jrc.or.jp
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案内図

脳神経外科：柴尾俊輔脳神経外科部長の舌下神経管髄膜腫に関する
論文が英文学術誌Neurologia medico-chirurgicaに
掲載されました。

題名：Meningiomas Involving the Hypoglossal Canal: A Case Report and Literature Review.
著者：Shunsuke Shibao, Kazunari Yoshida, Junki Sogano, Katsuhiro Mizutani, and Hideyuki Tomita
発表：NMC Case Rep J. 2022 Jun 21;9:171-176.

髄膜腫は原発性頭蓋内腫瘍の19～35％を占めるcommonな脳腫瘍です。舌下神経管に発生する髄膜腫はまれであり、これ
までに5例しか報告されていません。今回は、舌下神経管より発生したと考えられる髄膜腫症例を当院にて経験したので報告しま
した。

症例は60代の女性です。画像検査で左舌下神経管から頭蓋内にわずかに進展する病変を認めました。手術はmidline 
suboccipital approachという頭蓋底手術にて行い、全摘出しました。術後合併症はなく、
腫瘍の再発は認めていません。

舌下神経管に関連する髄膜腫はその局在によって４パターンに分類されます（図）が、本
症例はそのうち舌下神経管から頭蓋内に進展するタイプです。

舌下神経管へのアプローチ法には外側からのアプローチと後
方からのアプローチがありますが、本症例のように舌下神経管
から頭蓋内に進展する腫瘍では、後方からのアプローチが有効
です。その理由は後方からのアプローチでは舌下神経管から頭
蓋内にかけて同一視野で観察することができるからです。

このように当院脳神経外科では、頭蓋底病変に対して一例
一例吟味し、戦略を練った治療を行っています。

舌下神経管髄膜腫の局在による分類
A：舌下神経管限局型、B：頭蓋内型、

C：頭蓋外型、D：ダンベル型頭蓋底手術を行う柴尾脳神経外科部長

椎名裕城医師が第52回日本腎臓学会東部学術大会で
優秀演題賞を受賞しました 椎名 裕城

我々はC3腎症とLight chain proximal tubulopathyにBence Jones 
Protein型のM蛋白血症を認めた1例を報告しました。C3腎症の症例の
半数程度にM蛋白血症が関与するとの報告がありますが、Bence Jones 
Protein型のM蛋白血症に関連したC3腎症の症例はほとんど報告がない
のが実情です。その理由はまだ明らかにされておらず、この症例が
知見の足掛かりになることを願っています。またLight chain proximal 
tubulopathyは病理所見上、見逃されやすい疾患であることが分かって
おりますが、本症例の経過でステロイド感受性があることが示唆された
ため、同病態の正しい診断が臨床上重要であるとする非常に良い教訓と
なりました。 室久院長（左）と椎名医師（右）
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左から笹尾医師、西本医師、柴尾部長、我那覇医師
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神経モニタリング 、術野の死角となる部分を観察・
操作する内視鏡、術野に3Dシミュレーション画像
を投影する拡張現実（AR：augmented reality）
等の技術を導入しました。おかげさまで、頭蓋底
手術件数も徐々に増加傾向となっています。今後は
サイバーナイフが当院に導入される予定であり、
放射線治療をうまく組み合わせた頭蓋底腫瘍の治療
も可能となります。今後は、多くの近隣の先生方
に当科の頭蓋底手術の取り組みを知ってもらうべく
実績を積んでいきたいと考えています。また、小児
専門病院で研修してきた西本医師の赴任に伴い、
小児脳神経外科の治療体制も徐々に整えております。

③については、若手医師の知識・技術をレベル
アップさせることで、より安心できる医療を患者
さんに提供できると考え、取り組んでおります。
脳神経外科では、研修医に対してバイパスハンズ

オンセミナー、脳卒中勉強会、ブタ脳解剖セミナー
などを主催しました。研修医の先生が脳神経外科の
救急疾患に対応でき、また脳神経外科手術に触れて
いただくことで、将来の有望な脳神経外科医が生ま
れると信じています。また、脳神経外科の若手医師
に対しても、カンファレンスや手術における知識や・
技術の習得、そして学会発表、論文発表を行なう
ことで、より質の高い治療につながると考えています。
○最後に

とはいえ、自分自身まだまだ若輩者であり、日々
学びながら精進していく所存でございます。特に、
地域の先生方にはいつも患者さんのご紹介をいただ
いたり、紹介させていただいたりと大変お世話になり、
感謝の気持ちでいっぱいです。今後ともどうかご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

○自己紹介
こんにちは、足利赤十字病院　脳神経外科　柴尾

俊輔です。このたび2022年10月に第一脳神経外科
部長の職を拝命いたしました。

私は九州　大分県に生まれ高校まで大分で過ご
した後、慶應義塾大学医学部に進学し、2006年

（平成18年）に卒業いたしました。医学部卒業後は
2年間の初期臨床研修を経て、慶應義塾大学脳神経
外科に入局しました。

学生時代に、神の手と呼ばれテレビなどでも有名
な福島孝徳先生の頭蓋底手術を見学し、脳神経外科
を目指すようになりました。慶應義塾大学脳神経外
科の当時の教授は、日本の頭蓋底手術をリードする
河瀬斌先生であり、教授のもとで頭蓋底手術を学ぶ
ため慶應義塾大学脳神経外科に入局しました。

脳神経外科医になって1年目は足利赤十字病院の
旧病院で1年間研修した後、大学に戻り頭蓋底手術
の修練を積みました。そして2017年（平成29年）
に再び足利赤十字病院の新病院に着任することと
なり、今日に至ります。
○脳神経外科部長としての抱負

足利赤十字病院は地域の中核病院であるため、
自分の得意分野を活かしつつ、地域に貢献できる
脳神経外科にすることを赴任してからの目標として
きました。

2022年4月から部長代行として、3つの大きな柱

を掲げました。①脳卒中診療体制の整備、②専門性
の高い診療分野の導入、③若手医師への教育体制、
の３つです。

①については、地域の中核病院としての役割を
果たすために必須な項目です。当院は一次脳卒中
センター施設（PSC、24時間365日tPA療法が行え
ると認定された病院）の認定を受けており、その
施設基準を維持しつつ、PSCコア施設（24時間365
日血栓回収療法が行えると認定された病院）の認定
を新たに取るべく院内整備を進めてきました。具体
的には、院内に「脳卒中相談窓口」を設置し、脳卒
中後遺症に不安を抱える患者さんやその家族に応え
られる体制を作り、10月には無事にPSCコア施設
に認定されました。今後は、PSCコア施設を維持し、
より質の高い脳卒中診療を提供していきたいと思い
ます。

②については、これまで当科が不得意であった
診療分野を導入し、患者さんの診療範囲を広げる
ために重要と考えています。私の得意分野である
頭蓋底外科手術の体制づくりが大きな取り組みの
ひとつです。私が足利赤十字病院に着任してから
今年度までの間に、頭蓋底手術をより安全に行な
うための手術支援機器を整えました。具体的には
術前画像を3D再構成して行う3Dシミュレーション、
術中にリアルタイムに病変の場所を把握するナビゲー
ションシステム、術中に脳神経機能をモニターする

第一脳神経外科部長　柴尾 俊輔
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AR術中写真

AR術中モニタ

連携の先生方にはご紹介だけでなく治療後のフォロー
などで大変お世話になっております。

昨年も多くのご紹介をいただきました。この場を
借りて感謝申し上げます。

今年も変わらず、外傷、変性疾患、小児整形、
スポーツ疾患等、さまざまな疾患に対応させていた
だきます。

当院独自の取り組みを二つ挙げます。骨折や人工
関節置換術などに対して、Augmented Reality（AR)
手術を行なっています。この方法は、術中に術前計画
の三次元画像を映し出し、正確な手術を可能にします。
足利で生まれたこの手術方法の反響は大きく、海外の
医学雑誌にアクセプトされました。国内でも招待講演
の依頼を受け、ついに慶應義塾大学病院で採用され
るまでになりました。また、思春期側彎症の患者さん
に対して、従来のモアレ法ではなく、三次元スキャナー
を用いたデジタルモアレ法による正確な計測を行なっ
ています。思春期側彎症は早期発見が重要であり、
運動器健診において最も重要度の高い疾患のひとつ
です。放射線ではなく赤外線を用いているため、患者
さんに対する侵襲がなく、安全に行うことができます。
これらの疾患の患者さんも当科に紹介いただければ
幸いです。

地域の先生方との連携を密にし、地域の期待に
応えられる整形外科診療を目指していきたいと考え
ております。どうか今後ともご支援・ご協力をよろ
しくお願いします。

診
療
科
紹
介
　
整
形
外
科

　放射線治療は局所限局性前立腺癌に対する根治療
法として定着しております。現在当院では強度変調
放射線治療（IMRT）を施行しておりますが、今後は
サイバーナイフの導入が予定されております。

前立腺癌放射線治療を行う際の主な有害事象（副作
用）の一つに、直腸への影響（直腸有害事象）があり
ます。これは、放射線で前立腺のみ治療したいものの、
隣接する臓器にもある程度の放射線がかかってしまう
ことにより発生します。軽度の直腸出血や肛門痛から、
頻度は低いものの重度の直腸潰瘍が出現することも
あります。

これらの有害事象を軽減する目的で、当科では2022
年11月よりハイドロゲルスペーサー（SPACE OAR®）
と金マーカー留置術を導入しました。直腸と前立腺の
間にゲル状物質を注入し、前立腺と直腸の間を10～
15㎜程度離すことで直腸被曝を軽減させることが可能
です。このゲルの物質は、前立腺と直腸の間に留置
されると放射線治療中はその形態を保ち、その後吸収
され消失します。また直腸内の便やガスの状況により
前立腺の位置が動くため、金マーカーを留置すること
で前立腺の位置を正確に把握できるようになり、隣接
臓器である直腸や膀胱への放射線の副作用を抑える
ことができます。

現在は腰椎麻酔（下半身麻酔）で2泊3日の入院で
処置を行っております。放射線治療科と連携し、処置
後は外来で放射線治療を開始します。癌の状態に
よっては留置不可能な場合もありますので、外来で

泌尿器科医師にご相談ください。
　局所限局性前立腺癌治療については、手術療法

（ロボット支援前立腺全摘除術）と放射線治療の説明
を行い、患者さんと相談しながら治療方針を決定して
おります。今後とも地域の先生方のご支援・ご協力を
よろしくお願いいたします。

診
療
科
紹
介
　
泌
尿
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第一泌尿器科部長　西井 昌弘

当院における
ハイドロゲルスペーサー（SPACE OAR®）

および金マーカー留置術の導入
第一整形外科部長　丹治 敦

泌尿器科スタッフ

ハイドロゲルスペーサー

整形外科の取り組み

整形外科 紹介状件数推移（ 年度～ 年度 ４月～ 月）

月 月 月 月 月 月 月 月

年度 年度

合計件数
年度➡ 件 年度➡ 件 ％増
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平素より病診連携を頂いております先生方には、
ご紹介や継続診療など大変お世話になっており、
この場をお借りしまして感謝申し上げます。

2022年4月より、足利赤十字病院眼科に赴任いた
しました坂東 誠と申します。

小医は昨年まで、獨協医科大学にて白内障手術・
網膜硝子体手術・角膜移植術・加齢黄斑変性治療
を中心に診療をさせて頂いておりました。

現在、当科は常勤医1名で診療・手術をさせて
頂いております。

今年度より、当科では白内障手術の他に、黄斑
上膜・黄斑円孔や眼内レンズ (IOL) 強膜内固定術
等の手術も行っております。

今回は、当科へご紹介頂く機会が増えてきている、
黄斑上膜・黄斑円孔・水晶体 /IOL 脱臼について
ご紹介させて頂きたいと思います。

　黄斑上膜・黄斑円孔とは、後部硝子体剥離とい
う加齢現象をきっかけに発症する疾患です。網膜
の最も重要な黄斑部に、膜や円孔が発生すること
で、黄斑部が変形し、歪み・視力低下などの症状
を自覚するようになる疾患です。発症から時間が
経ってしまうと、手術をしても自覚症状の改善が
困難な場合があるため、視機能への影響を認める
場合は早めの手術治療が望ましい疾患です。当院
では4泊5日での硝子体手術を行っております。

　水晶体/IOL脱臼とは、加齢や打撲、マルファン
症候群などの基礎疾患の影響で、水晶体やIOLを
支えているZinn小帯が断裂することにより、水晶体
やIOLが傾いてしまったり、落下してしまう疾患
です。当院では強膜内固定術（IOLの支持部を強

膜内に直接固定する方法）にて手術を行っており
ます。

患者さんから歪みや視力低下などの自覚症状の訴
えがございましたら、是非一度当科へご紹介を頂
けましたら幸いです。

また、今後は極小切開緑内障手術 (MIGS) にも
対応できるように、現在準備を行っております。

患者さんへ、より良い quality of vision(QOV)
を提供できますように努めてまいる所存であります。
今後ともご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げ
ます。

眼科　坂東 誠

診
療
科
紹
介
　
眼
科

眼科の現況

黄斑部(正常)黄斑部(正常) 黄斑円孔黄斑円孔

黄斑上膜黄斑上膜

IOL脱臼IOL脱臼

眼科 紹介状件数推移（ 年度～ 年度 ４月～ 月）

月 月 月 月 月 月 月 月

年度 年度

合計件数
年度➡ 件 年度➡ 件 ％増

平素より先生方には病診連携へのご支援を賜り、誠にありがとうございます。当院産婦人科では、『患者さんに寄り添っ
た医療の提供』をモットーに、現在7名の産婦人科医師が日々診療にあたっています。

産科では、ローリスク・ハイリスクを問わず多くの妊産婦をご紹介頂きありがとうございます。医学的な対応を必要と
する母子については、県内外の周産期センターや当院小児科と
連携して対応させていただいております。新型コロナウイルス感
染症の影響により日々状況は変化しておりますが、条件付きで
可能な限りの立ち会い出産にも対応しています。現在、分娩制
限は行っておりません。

婦人科では、良性疾患・悪性疾患に対して、開腹手術、腟式
手術、子宮鏡下手術に対応しています。また、化学療法、放射
線治療に加えて、放射線科と協力した動脈内化学療法を行うこ
とも可能です。
　当院産婦人科は医局員の減少により一時、医療体制を縮小せ
ざるを得ない状況となりましたが、現在は皆様にご協力いただき、
分娩件数・手術件数ともに回復傾向にあります。今後も産婦人
科スタッフ一丸となって地域の皆様の期待に応えられるように日々
研鑽を重ねていきたい所存です。今後ともよろしくお願い申し上
げます。

診
療
科
紹
介
　
産
婦
人
科 産婦人科の現況と取り組み

第一産婦人科部長　隅田 能雄

母性看護専門看護師の主な役割は、複雑で解決困難な問題をお持ちの妊娠中～産後
の女性を対象とした周産期母子援助です。様々な職種と協働しながら、女性とその家族
を対象に、水準の高い看護ケアを効率よく提供できるよう活動しています。

特に近年は、晩婚化や生殖医療の高度化に伴い、様々なリスクや事情・思いを抱えた
妊産褥婦が増えてきています。このため、妊娠・出産・育児に関わる意思決定支援や倫

理的介入を必要とする場面も多く、強い不安や自責の念を抱く女性へのメンタルヘルスケアの重要性も増しています。母
性看護専門看護師を中心に、妊産褥婦それぞれの事情や思いに寄り添いながら、女性が母親になる過程を支援しています。

なお、複雑で解決困難な問題を持つ母子への援助においては、子育て世代包括支援センター等、多職種連携がとても
重要となります。これまでも行政や近隣産婦人科の皆様には多大なご支援をいただいております。今後とも妊娠期から
の密な連携を心掛け、地域の母子援助の充実・発展を目指してまいりますので、ご支援・ご指導の程よろしくお願いいた
します。

母性看護専門看護師が活動しています
母性看護専門看護師　戸﨑 紗弥香

産婦人科外来 分娩室（LD）

週１回の産婦人科カンファレンス
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（NST：Nutrition　Support　Team）

2002年に褥瘡対策未実施減算が施行され、多職種が協働する褥瘡対策チームの設置が各病院に義務
づけられました。2006年に褥瘡ハイリスク患者ケア加算が新設されたことにより、褥瘡という病態（疾患）
が広く認知されるようになったのではないでしょうか。2012年には、褥瘡対策は病院が必ず行わなければ
ならない施設基準の１つとなりました。今や褥瘡は、医療・看護の質の評価指標として位置づけられています。

当院の褥瘡対策チームは、院内の褥瘡に係る対策を
効率的に実施することを目的として2004年に発足しま
した。現在は皮膚科医師、薬剤師、管理栄養士、理学
療法士、作業療法士、看護師で構成されています。看護
師には各部署のリンクナース、皮膚・排泄ケア認定看護
師が含まれており、入院患者の褥瘡予防を第一に取り
組んでいます。

チームの活動の一つに褥瘡回診があります。チーム
メンバーの他に担当看護師も参加して週１回、褥瘡有病
者（院内発生・院外発生）の回診を行っています。そこ
では褥瘡のアセスメントや薬剤の使用方法、ポジショ
ニング、栄養に関する情報などを検討し共有しています。

褥瘡は予防が大切です。褥瘡はもともと健常人にはない
非生理的なもので、発生したら治癒に至るのが困難な
場合や生命に直接かかわる致命的な合併症になることも
あります。近年は、血液循環が要因で発生する防ぎきれ
ない褥瘡も注目されていますが、発生したとしても早期
発見、早期介入が大切です。今後も、褥瘡予防を第一
に活動を継続していきたいと考えています。

チ
ー
ム
医
療
の
紹
介
　
褥
瘡
対
策
チ
ー
ム

回診の様子

カンファレンスの様子

褥瘡対策チームメンバー

地域の先生方には、いつも貴重な症例をご紹介
いただき、誠にありがとうございます。当院では、
2019年6月よりロボット支援下胃切除術を導入し、
現在までに43例（胃全摘術4例、幽門側胃切除術32例、
噴門側胃切除術7例）の胃切除術を施行しております。

本邦でロボット支援下胃切除術が本格的に導入
されてから約10年が経過し、従来の腹腔鏡下胃切除術
と比較して、術後合併症の減少や5年生存率の改善
といった、ロボット支援下手術の有効性が明らかと
なってきました。これは、ロボットの多関節機能、
手振れ防止機能、モーションスケール機能、高解像
度3D 画像などにより、安全かつ精緻な手術が可能
になったためと考えられています。これらのエビデンス
により、2022年4月からロボット支援下胃切除術に
対する保険点数の上乗せが認められました。学会や
研究会でも、今後は腹腔鏡下手術にかわりロボット
支援下手術が主流となり、適応となる病変も進行癌
や残胃癌まで広がっていくと言われています。

当院ではda Vinci Xi サージカルシステムを使用
していますが、ロボット支援下手術の有用性を実感
しています。モーションスケール機能は、手元を5cm
動かすとロボットの先端は1㎝動く機能のため、今まで
はできなかった細かい処置が可能になりました。さら
にカメラのズーム機能により微細な血管やリンパ管を
一本ずつ視認でき、それらの脈管を多関節機能を
持った鉗子で、周囲の組織を傷つけずに切離できる
ため、より出血の少ない、安全な手術が可能となって
います。手術時間は従来の腹腔鏡手術と同等であり、
現在までのところ大きな術後合併症もありません。
今後、徐々に適応となる症例を拡大し、積極的に
行っていきたいと考えております。

一方で当院は、大学病院や専門施設ではありま
せんので、胃癌が治ればそれでよいというわけでは
ないと思っています。癌の進行度、年齢、併存症、
社会的背景等を総合的に判断し、最善の治療法を
提示したいと考えております。手術適応の有無に
かかわらず、胃癌の患者さんがいらっしゃいましたら
是非ご紹介いただければ幸いです。宜しくお願い
いたします。

診
療
科
紹
介
　
外
科

外科　武
たけ

居
すえ

友
とも

子
こ

ロボット支援下胃切除術を導入

サージョンコンソールで手術操作を行う武居医師

ロボット支援下胃切除術を施行中の様子
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■ 足利市：95施設
あいファミリークリニック足利
青木病院
青空ひふ科
青柳耳鼻咽喉科
あお山クリニック耳鼻咽喉科
浅岡医院
朝倉町よしだクリニック
浅原眼科クリニック
足利腎クリニック
足利第一病院
足利中央病院
あしかがの森足利病院
あしかが皮膚科クリニック
足利富士見台病院
あしかがメンタルクリニック
あなはらクリニック
阿部医院本院
天貝皮フ科クリニック
井岡眼科医院
いかるぎ町内科クリニック
いざわ脳神経内科
井戸川クリニック
今井病院
うるしばらクリニック
大岡胃腸内科
岡田内科・小児科
小倉耳鼻咽喉科医院
小沢医院
小平小児科クリニック
小平内科クリニック
落合医院
尾之内外科
小野内科消化器科医院
賀川診療所
笠原外科胃腸科医院
鹿島こどもクリニック
かしま産婦人科
鹿島整形外科
鹿島内科
柏瀬眼科
かめいクリニック
亀田医院ペインクリニック
亀山産婦人科医院
きねぶちクリニック
行徳整形外科クリニック
くさの小児科
こどもクリニックしまむら
小林内科
小松原ペインクリニック
こんのクリニック
さくら通りクリニック
三瓶医院
柴田クリニック
昌平町こどもクリニック
新山クリニック
鈴木病院
すながクリニック
整形外科かないクリニック
関内科医院
田村レディスクリニック
筑波医院
てらうち内科小児科医院
ときたクリニック
栃木産科婦人科医院
冨田内科医院
富谷耳鼻咽喉科医院
長﨑病院

なかたクリニック
なかみがわ内科・小児科クリニック
中谷医院
中山内科医院
西田医院
はじか外科内科
平沢内科医院
深井眼科医院
福地医院
ふじさわみみはなのどクリニック
伏島医院
伏島クリニック
堀江皮フ科クリニック
本庄記念病院
前沢病院
増田医院
みくりや整形外科
みどり眼科クリニック
皆川病院
みなみ眼科
柳田医院
山浦内科医院
山川ゆい診療所
ゆはし医院
横山皮膚科医院
吉田醫院
両毛クリニック
わたなべ整形外科

■ 佐野市：57施設
相田婦人科内科医院
秋山内科医院
ありさわ眼科クリニック
板橋医院
大野眼科クリニック
岡産婦人科医院
岡田こどもクリニック
小倉医師会通りクリニック
おぬき内科クリニック
加藤クリニックプラザ
神永皮膚科医院
亀田医院
くすのき整形外科
くまいクリニック
黒田整形外科医院
こばやしファミリークリニック
齋藤耳鼻咽喉科医院
齋藤内科医院
さかい皮フ科クリニック
佐野厚生総合病院
佐野市国民健康保険常盤診療所
佐野市国民健康保険氷室診療所
佐野市民病院
佐野利根川橋クリニック
佐野西村眼科クリニック
志賀クリニック
清水整形外科クリニック
城山公園すずきクリニック
すがやクリニック
鈴木内科クリニック
関谷内科胃腸科医院
蘇原医院
匠レディースクリニック
竹石内科クリニック
土屋小児科
坪水医院
富田内科クリニック
長島医院
のしろクリニック
馬場医院
平野外科醫院
藤田整形外科医院
ほだかクリニック

ほりごめクリニック
ますだトータルケアクリニック
増田内科医院
丸山レディースクリニック
緑の屋根診療所
柳川小児科医院
ヤマト医院
山中クリニック
よこづかハートクリニック
吉田耳鼻咽喉科クリニック
米山内科クリニック
両毛病院
若林胃腸科医院
綿引クリニック

■ 太田市：73施設
あい太田クリニック
あいファミリィクリニック太田
あおぞら内科リウマチ科クリニック
新井診療所
荒木医院
有坂医院
飯塚医院
伊藤産婦人科
イムス太田中央総合病院
岩崎医院
うがじんクリニック
えはら内科クリニック
大川眼科
大島胃腸科内科クリニック
太田記念病院
太田協立診療所
太田じんクリニック
太田中央眼科
おおたブレストクリニック
太田糖尿病クリニック
太田南クリニック
荻野整形外科クリニック
鹿山整形外科
川田クリニック
木崎クリニック
喜多村クリニック
くつなクリニック
剣持整形外科
こいそ整形外科クリニック
宏愛会第一病院
小島医院
小林胃腸科医院
小林クリニック
坂本胃腸科医院
佐藤耳鼻咽喉科医院
三枚橋病院
耳鼻咽喉科みなみ医院
下浜田クリニック
秀クリニック
正田医院
城山病院
杉立医院（ｽｷ ﾀ゙ﾃｲｲﾝ）
杉田内科医院
関口医院内科
宝診療所
たちばな小児科アレルギー科クリニック
東毛敬愛病院
とうもう整形外科クリニック
ときざわレディスクリニック
登田医院
呑龍クリニック
中野医院
なないろこどもクリニック
成田医院
野口皮膚科医院
八幡クリニック
服部・えびすさまクリニック

平原内科・消化器科
深川クリニック
ふくだ耳鼻咽喉科クリニック
藤井レディースクリニック
冨士ヶ丘病院
星野内科胃腸科医院
堀江病院
堀越医院
まえはら耳鼻咽喉科クリニック
みのわクリニック
もとじま整形外科・糖尿病内科
本島総合病院
山口医院
山口外科医院
山田クリニック
和賀クリニック

■ 館林市・邑楽郡：59施設
阿部医院
新井内科クリニック
板倉耳鼻咽喉科クリニック
伊藤眼科医院
宇沢整形外科
おうら病院
岡田整形外科クリニック
小曽根整形外科
かさはら内科医院
加藤医院
金丸内科医院
神尾内科医院
川島脳神経外科医院
川田耳鼻咽喉科医院
慶友整形外科病院
県西在宅クリニッック舘林
公立館林厚生病院
ごが内科楡クリニック
後藤クリニック
小林内科医院
こやなぎ小児科
さくま内科胃腸科クリニック
さくらクリニック
佐々木皮膚科クリニック
澤田皮膚外科
しんじょう整形外科クリニック
新橋病院
鈴木眼科医院
高木整形外科
高橋クリニック
たけい小児科・アレルギー科
竹越医院
多々良診療所
館林医院
館林記念病院
たなか医院
田沼整形外科医院
田沼内科医院
千代田医院
つつじメンタルホスピタル
寺内医院
土井レディスクリニック
ハートクリニック
蜂谷病院
はまだクリニック
福田ペインクリニック
富士クリニック・ペインクリニック
星野こどもクリニック
堀越医院
ましも内科・胃腸科
松井内科医院
真中医院
黛泌尿器科内科医院
まりレディスクリニック
三浦医院

当院は地域医療支援病院としての機能を果たすため、地域の医療機関と協力・連携して医療を実施しています。連携する医療機関は登録
医としてご登録いただいており、現在、足利市95施設、佐野市57施設、太田市73施設、館林市・邑楽郡59施設、桐生市・みどり市53施設、
栃木市3施設の合わせて340施設の医療機関にご登録いただいております。

歯科登録医は183施設にご登録いただいております。登録医療機関数（医科・歯科合計523施設）        （2022年12月1日現在）

明和セントラル病院
最上胃腸科外科
森下内科医院
横田胃腸科内科

■ 桐生市・みどり市：53施設
アイダ痛みのクリニック
雨宮内科医院
石川整形外科医院
石川内科クリニック
いずみ内科
岩下病院
大澤医院
大前医院
おりひめ医院
川島眼科医院
菊地医院
岸病院
北川眼科医院
北川内科クリニック
桐生クリニック
桐生厚生総合病院
桐生整形外科病院
くりた医院
クリニック樹
恵愛堂病院
小島内科医院
こんどう整形外科リハビリテーション科医院
斎藤医院
さかいのクリニック
坂本内科医院
さくら耳鼻咽喉科
耳鼻咽喉科設楽医院
昭和皮膚科医院
城田クリニック
新宿医院
鈴木整形外科クリニック
須永医院
赤南診療所
高木病院
たかのす診療所
東邦病院
永田医院
日新病院
はせがわ循環器内科クリニック
長谷川整形外科医院
ひきた小児科クリニック
藤井内科医院
藤江醫院
星野クリニック
細井内科医院
前川内科医院
松井内科医院
三丸医院
森田クリニック
矢部クリニック
山口クリニック
大和病院
わたらせリバーサイドクリニック

■ 栃木市：3施設
あまがい内科医院
小松原医院
橋本腎内科クリニック
　　　　　　　市町村別・五十音順

■ 足利市：65施設
青木歯科医院
麻野歯科医院
足利おとなこども歯科・矯正歯科
足利デンタルクリニック
アシコタウン歯科
アベ歯科
阿部歯科医院
阿部歯科クリニック
天海歯科診療所
いもと歯科医院（中川）
いもと歯科医院（八椚）
植木歯科医院
大川歯科医院
岡田歯科クリニック
岡林歯科医院
おかむら小児歯科クリニック
おざわ歯科医院
柏瀬歯科医院
春日丘歯科
加藤歯科医院
かなえ歯科クリニック
河内歯科
かわまた歯科医院
きが歯科医院
久保田歯科医院
小林歯科医院
小林歯科クリニック
コム中島歯科
近藤歯科医院
さくら歯科
櫻井歯科医院
さくらい歯科クリニック
歯科あべクリニック
しのだ歯科医院
しのだ歯科クリニック
鈴木歯科医院
関根歯科クリニック
添野歯科医院
田辺歯科医院
長歯科医院
つるた歯科クリニック
とき﨑歯科医院
戸塚歯科医院
となりや歯科医院
とば歯科医院
内藤歯科医院
中島歯科医院
ながしま歯科・口腔外科クリニック
ながせ歯科医院
なかたに歯科
西田歯科医院
２丁目石井歯科医院
はぎわら歯科医院
ほり里小林歯科
マキオ歯科医院
松井歯科医院
松島歯科医院
むらかみ歯科・矯正歯科
やまもと歯科医院
吉岡歯科医院
よしたに矯正歯科
若田部歯科医院

若林歯科医院
渡辺歯科クリニック
わたらせ歯科クリニック

■ 佐野市：52施設
相田歯科医院
あきくさ歯科クリニック
芥川歯科医院
安蘇谷歯科
アップル歯科クリニック
新井歯科医院
安藤歯科医院
飯塚歯科医院
石井歯科医院
植木歯科医院
ウエキ歯科クリニック
えづら歯科クリニック
おおしま歯科医院
おおた歯科・小児・矯正歯科クリニック
大橋歯科医院
大畑歯科医院
岡村歯科医院
落合歯科医院
かどわき歯科クリニック
亀田歯科医院
かめのこ歯科医院
公園にれい歯科
ごとう歯科医院
こん歯科クリニック
齋藤歯科医院
さくら歯科
塩野谷歯科医院
島田歯科診療所
スマイルスマイル歯科
たかはし歯科医院
長島医院歯科
長島歯科医院
中村歯科医院
奈良原歯科
楡の木歯科医院
パール歯科医院
橋本歯科医院
長谷川歯科医院
ひかりデンタルクリニック
ひまわり歯科医院
三井歯科医院
峯岸歯科医院
目黒歯科医院
やすげ歯科クリニック
柳川歯科医院
山内歯科クリニック
山口歯科クリニック
湯本歯科医院
よこづか歯科
横塚歯科医院
よこづか歯科クリニック
米山南歯科診療室

■ 太田市：14施設
あい歯科クリニック
飯塚歯科医院
おおたモール歯科
木暮歯科医院
ゴスペル歯科クリニック
須藤歯科クリニック
竹部歯科医院
田中歯科医院
中野歯科医院

野村歯科クリニック
備前島歯科医院
ヒデ・デンタルクリニック
ふじい歯科・小児歯科
山鹿歯科医院

■ 館林市・邑楽郡：22施設
石井歯科医院
石山歯科医院
岩崎歯科クリニック
おおいし歯科医院
岡田歯科医院
久保田歯科
斉藤歯科医院
齋藤歯科クリニック
高志歯科医院
武安歯科医院
ちよだの森歯科診療所
根本歯科・矯正歯科医院
野本歯科クリニック
浜田歯科医院
ひだまり歯科医院
ほりこし歯科クリニック
まちだ歯科医院
まつもと歯科医院
みやけ歯科医院
森田歯科医院
山川歯科クリニック
横田歯科クリニック

■ 桐生市・みどり市：30施設
相生なかじま歯科医院
井本歯科医院
大塚歯科クリニック
加孝歯科クリニック
金子歯科医院（相生）
かねこ歯科医院（境野）
桐生歯科医院
香村デンタルクリニック
小林歯科医院
小林歯科クリニック
古室歯科クリニック
小森谷歯科医院
斎藤歯科医院
坂爪歯科医院
さくらぎ歯科医院
須藤歯科医院（桐生境野）
須藤歯科医院(桐生東）
須永歯科医院
高島歯科医院
田島歯科
とおる歯科医院
鳥羽歯科医院
中島歯科医院
松本歯科医院
三丸歯科クリニック
森下歯科クリニック
山﨑歯科医院
百合歯科医院
わかつき歯科
わたなべ歯科クリニック

　　　　　　　市町村別・五十音順

合計
340 施設

登録医療機関一覧
合計
183 施設歯科医科
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理　念
患者の皆さまがかかってよかった

職員のひとりひとりが勤めてよかった
と言える病院を創ります。

頭蓋底手術

2023年1月　足利赤十字病院
病診・病病連携推進委員会　地域連携課

■ 東武伊勢崎線「北千住駅」（東武特急りょうもう号）より「足利市駅」まで約1時間
　 「足利市駅」下車　タクシーで10分
■ JR両毛線「足利駅」下車　タクシーで8分／「山前駅」下車　タクシーで3分
■ 北関東自動車道　太田桐生ICより10分／足利ICより20分

地域連携課
■ T  E  L ／ 0284-20-1374（直通）
■ F A X ／ 0284-21-4135
■ E-mail ／ byoushin@ashikaga.jrc.or.jp
■ 担　当／ 石川・栗原・永澤・川島

〒326-0843 栃木県足利市五十部町284-1
https://www.ashikaga.jrc.or.jp

よ べ ちょう

案内図

脳神経外科：柴尾俊輔脳神経外科部長の舌下神経管髄膜腫に関する
論文が英文学術誌Neurologia medico-chirurgicaに
掲載されました。

題名：Meningiomas Involving the Hypoglossal Canal: A Case Report and Literature Review.
著者：Shunsuke Shibao, Kazunari Yoshida, Junki Sogano, Katsuhiro Mizutani, and Hideyuki Tomita
発表：NMC Case Rep J. 2022 Jun 21;9:171-176.

髄膜腫は原発性頭蓋内腫瘍の19～35％を占めるcommonな脳腫瘍です。舌下神経管に発生する髄膜腫はまれであり、これ
までに5例しか報告されていません。今回は、舌下神経管より発生したと考えられる髄膜腫症例を当院にて経験したので報告しま
した。

症例は60代の女性です。画像検査で左舌下神経管から頭蓋内にわずかに進展する病変を認めました。手術はmidline 
suboccipital approachという頭蓋底手術にて行い、全摘出しました。術後合併症はなく、
腫瘍の再発は認めていません。

舌下神経管に関連する髄膜腫はその局在によって４パターンに分類されます（図）が、本
症例はそのうち舌下神経管から頭蓋内に進展するタイプです。

舌下神経管へのアプローチ法には外側からのアプローチと後
方からのアプローチがありますが、本症例のように舌下神経管
から頭蓋内に進展する腫瘍では、後方からのアプローチが有効
です。その理由は後方からのアプローチでは舌下神経管から頭
蓋内にかけて同一視野で観察することができるからです。

このように当院脳神経外科では、頭蓋底病変に対して一例
一例吟味し、戦略を練った治療を行っています。

舌下神経管髄膜腫の局在による分類
A：舌下神経管限局型、B：頭蓋内型、

C：頭蓋外型、D：ダンベル型頭蓋底手術を行う柴尾脳神経外科部長

椎名裕城医師が第52回日本腎臓学会東部学術大会で
優秀演題賞を受賞しました 椎名 裕城

我々はC3腎症とLight chain proximal tubulopathyにBence Jones 
Protein型のM蛋白血症を認めた1例を報告しました。C3腎症の症例の
半数程度にM蛋白血症が関与するとの報告がありますが、Bence Jones 
Protein型のM蛋白血症に関連したC3腎症の症例はほとんど報告がない
のが実情です。その理由はまだ明らかにされておらず、この症例が
知見の足掛かりになることを願っています。またLight chain proximal 
tubulopathyは病理所見上、見逃されやすい疾患であることが分かって
おりますが、本症例の経過でステロイド感受性があることが示唆された
ため、同病態の正しい診断が臨床上重要であるとする非常に良い教訓と
なりました。 室久院長（左）と椎名医師（右）

足利赤十字病院　病診・病病連携ニュース 2023年1月 vol.34

●　泌尿器科　ハイドロゲルスペーサー（SPACE OAR®）

　　および金マーカー留置術の導入
●　整形外科の取り組み
●　産婦人科の現況と取り組み
●　眼科の現況
●　外科　ロボット支援下胃切除術を導入
●　チーム医療の紹介　褥瘡対策チーム

●　泌尿器科　ハイドロゲルスペーサー（SPACE OAR®）

　　および金マーカー留置術の導入
●　整形外科の取り組み
●　産婦人科の現況と取り組み
●　眼科の現況
●　外科　ロボット支援下胃切除術を導入
●　チーム医療の紹介　褥瘡対策チーム

左から笹尾医師、西本医師、柴尾部長、我那覇医師


